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1　はじめに
　環境変化とインダス文明プロジェクトの古環境研究グループは、インダス文明が約 4000 年
前以降、急激に衰退、もしくは文明拠点の移動が行われる契機になった自然環境に関する「事
件」について、その有無を含め、地形学、地質学、第四紀学などの手法をもちいて明らかにす
る研究を行っている。この分野に関する既存の文献を収集し整理中であるが、現在大きく分け
て以下のような、自然環境に関する「事件」があった可能性が指摘されているようである。
 1．気候の変化、特にモンスーン変動による乾燥・寒冷化。
 2．ガッガル・ハークラー（Ghaggar-Hakra）川の水量低下（河道変化）。
 3．インダス川下流部での地震と洪水。
 4．グジャラート州沿岸の隆起による内湾水上交通の障害。
　古環境グループは、上記 4 つの「事件」について、約 5000 ～ 3000 年前（紀元前 3000 ～ 1000 年）
に、インダス文明が展開していた地域において、「事件発生」の手がかりを探すべく、2007 年
度から衛星写真の購入、現地予備調査などを行っている。本稿では 2007 年度に行った予備調
査の概要報告と、2008 年度以降の研究展望について報告する。
2　インド・グジャラート州における沿岸隆起
および湖沼堆積物に関する調査
1）沿岸隆起地形調査（前記 4 に関する調査）
　2007年 12月 16日～ 12月 29日にかけて、古環境研究グループ（前杢英明、宮内崇裕、松岡裕美、
横山祐典）は物資文化研究グループのメンバーとともにインド・グジャラート州の沿岸地域に
入り、まず完新世中期以降の海岸隆起の可能性に関して、既存の文献（Gupta 1972）をもとに、
隆起サンゴ礁を探す調査を行った。
　ドワールカーでは石灰質砂岩の基盤に標高約 2m のベンチが形成され、岩礁にはビーチロッ
クが付着していた。ドワールカーの数キロ北方に数列のビーチリッジと堤間低地が発達する海
岸があり偵察に行った。最前列のリッジには砂丘砂が載っており、砂丘中には少なくとも 2 枚
の埋没土壌が確認された。リッジの高さは高いところで 7m くらいあるが、堤間低地の標高は
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3 ～ 5m で、表層に 50cm 以上の砂が堆積している。堤間の古土壌や砂層の OSL 年代をもとに、
この海岸の発達史がわかれば、この付近の海岸が第四紀後期においてどのような変動を受けて
きたのか推定できる可能性があると考えられる。
　ミタプル付近のビーチリゾートでは海岸地形の観察を行なった。衛星写真で現成のサンゴ礁
に見えた地形は基盤岩が侵食されたベンチ−ランパート地形であり、少なくともバリアリーフ
は形成されていなかった。しかし、海岸の砂浜には多数の造礁サンゴの礫が打ち上げられてお
り、古環境解析に利用できそうな浜サンゴ（Polites）も数多く見られた。サウラーシュトラ半
島北西部には現成のサンゴ礁や隆起サンゴ礁は見られないことがわかり、完新世中期以降の隆
起現象に関して、地形—年代関係を明らかにすることは難しいと考えられる。
　ポールバンダルより数十キロ南部に位置する海岸には、かなり風化がすすんだ石灰岩が露出
している。石灰岩は海岸から緩やかに傾斜しながら標高～ 30m の海岸に平行な細長い丘陵を
形成しており、極度に溶食されカルサイト化した多孔質の岩塔群が地表面を覆っている。イン
ドの地質図では Miliotite とよばれる新第三系～第四系の砂質石灰岩となっており、少なくとも
堆積構造がわかるような第四紀後期のサンゴは付着していない。
　ソームナートの数 km 南方にあるストラパーダという小さな漁港の近くで、衛星写真ではサ
ンゴ礁に見える海岸地形が確認されたので偵察に訪れた。しかし、そこは Miliotite のベンチが
あるのみで、現成のサンゴがわずかに打ち上げられている程度であった。ランパートの向こう
の海食台から沖合にかけての斜面にはかなりの造礁サンゴが生息している可能性はあるが、サ
ンゴ礁を形成するには至っていない。現在の海岸線の中等潮位付近には典型的なビーチリッジ
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が形成されていた。
　サウラーシュトラ半島最南部にあたる旧ポルトガル領のディーウ付近のコートラーネースに
到達した。GPS による緯度は北緯 20°41′32.2″ を示しており、ハワイ島と同じくらいの緯度で
あるため、サンゴ礁が形成されている可能性は十分にある。しかし、そこは Miliotite でできた
台地状の丘陵とその前面の海食崖、その下のベンチという組み合わせの地形であり、現成のサ
ンゴ礁はみられなかった。サウラーシュトラ半島南西岸では、第四紀後期～完新世の隆起現象
は地形から確認することはできなかった。海成段丘のような地形もみられないことから、サウ
ラーシュトラ半島が第四紀後期以降、累積的に隆起しているとは考えにくく、完新世の隆起現
象があるとすれば、ハイドロアイソスタシーによる非累積的隆起である可能性が高いと思われ
る。
2）内湾・湖沼堆積物調査（前記１、４に関する調査）
　グジャラート付近の気候変化や海水準変動が読み取れる可能性をもとめて、カッチ湿原とナ
ル湖の堆積物を採取に訪れた。
　塩分が晶出して真っ白なカッチ湿原を渡ってカディール島に続く堤防上の 2 ヶ所で、スコッ
プを使ってカッチ湿原を掘り、堆積物を確認した。比較的陸地に近い場所では河川の運搬によ
る細砂層が表面 20cm くらいを覆い、その下位にはきわめて有機物に富んだ黒色シルト層が堆
積していた。陸地から少し離れると砂層は見られなくなる。シルト層中には未分解の植物片が
多数含まれており、泥炭に近い状態である。現在の湿地に葦などの汽水性植物が繁茂している
わけではなく、このような有機物に富んだ堆積物が半乾燥地域でどのようにして形成されるの
かは疑問点として残った。雨季に一度この場所を訪問してみたいと感じた。
　さらに、カッチ湾奥に位置するリトル・ランに向かった。リトル・ランのほぼ中央でスコッ
プを使って小ピットを掘削し、堆積物の観察を行なった。上部 20cm くらいは有機物を多量に
含む砂層だったが、その下はカッチ湿原で見たものと同様な真っ黒な泥炭質の細粒物でシルト
分より粘土分が卓越している。この泥炭がどれくらいの深さまで堆積しているのかを確認する
必要がある。この地点でシルト層基底までコアを採取すれば、カッチ湿原がいつごろ、内湾か
ら汽水環境に変化したのか読み取ることができると考えられ、次年度以降の精査候補地とした。
　サウラーシュトラ半島東部のロータル遺跡は、有名は荷揚用のドックヤードとされる構造物
が発掘されていることで非常に有名である。現在は直接船が航行できる大きな川とは直接接続
していないので、当時の環境は現在とかなり違ったものであったという記述が多くの文献でみ
られる。その原因としてその後の土地の隆起、もしくは周囲の沖積作用（河川による埋積、プ
ログラデーション）によって船が航行できなくなったという記述が多い。現在のドックの正確
な標高が重要であるが、大縮尺の地図が見られないので解釈が難しい。航路を確保するための
外につながる水路のような構造物もないらしいので、船着き場であったのかは本当のところわ
からない。船がそこから出土しているわけでもないらしい。ただし、大きな川の流路が偶然当
時近くにあり、雨季の増水した時に船が航行できた可能性は否定できない。
　ロータルとナル湖、北部のリトル・ランを結ぶ線上に周囲より標高が低い低地帯が続いてい
る。ナル湖には第四紀の湖成堆積物が数 10m も堆積していることを述べた文献があり（Prasad 
and Gupta 1999）、もしそれが本当ならかなりの速度でこの低地帯が沈降していることになる。
しかしそれではロータルが離水して船が航行できなくなったという解釈とは矛盾することにな
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る。ロータル付近の衛星写真をつかった地形分類図の作成、正確な標高データの取得、ナル湖
の堆積速度の再検討などが必用となる。ナル湖周辺の衛星写真に「ナマコ」状の微高地が写っ
ている。現地で地形や地層を確認すると砂丘地形であることが判明した。ナル湖には多数の砂
丘が沈水していることから、沈降していることは間違いないと思われる。
 
3）グジャラート州での調査結果と今後の展望
　今回の調査の第 1 の目的は、インド南西部グジャラート州近辺に数多く分布するインダス文
明期の都市遺跡の衰退原因として考えられている、サウラーシュトラ半島の隆起（離水）につ
いて地形・第四紀地質学的な証拠を現地で確認し、次年度以降の精査ポイントを絞り込むこと
であった。
　カッチ湿原やリトル・ランには薄い砂層の下位に泥炭質粘土層が堆積していることがわかっ
た。もし、完新世のある時点で湖の周辺が広域的に隆起し、内湾環境から汽水環境に変化した
ならば、湿原の堆積物にその証拠が記録されている可能性があり、湿原での堆積物採取（コア
リング）を行なう必用がある。しかし、パキスタン国境に近いカッチ湿原でのコアリング作業
は許可が下りない可能性が高いことから、やや国境から離れたリトル・ランでのコアリングの
ほうが実現の可能性が高い。堆積物がどれくらいの厚さで分布しているのか見当がつかないの
で、事前に GPR などで基盤深度を確認できれば効率がよい。コアリングが難しい場合は水が
出る深度までスコップでトレンチを掘ることも最終手段として考えておかなければならない。
　サウラーシュトラ半島では隆起サンゴ礁が発達していると記述がある論文（Gupta 1972）を
たよりに、ほぼ全海岸線にそって踏査したが、顕著な隆起を示す海岸地形は見当たらなかった。
おそらくその論文は打ち上げられたサンゴ礫や、新第三系の基盤岩中のデッドの貝化石の年代
を測ったものと推定される。サウラーシュトラ半島北西部に数列のビーチリッジと堤間低地か
らなる海岸平野が分布している。低地やリッジ中の埋没土壌から有機物が採取できれば、海岸
地形の発達過程を絶対年代を入れて復元できる可能性があり、半島先端部の隆起速度を求める
ことができる可能性がある。砂丘砂やビーチの砂そのものから OSL を使った年代測定も可能
である。
　今回の調査の第 2 の目的はサンゴ年輪や湖沼堆積物を使った完新世の古環境復元の可能性を
探ることであった。サンゴについてはサンプルが採取しやすい完新世隆起サンゴ礁は分布して
いない。また現成のサンゴ礁も未発達であることが確認できた。年輪をつくる浜サンゴは沖合
に棲息していることは打ち上げられた海岸の堆積物から推定できたが、完新世をすべてカバー
するような大きなサンゴ群体の発見は難しそうであるし、ダイビングに好適なスポットや施設
も見当たらなかった。サンゴに関してはグジャラート州では調査は難しく、ラクシャディープ
諸島かモルジブ諸島で調査地を再検討することになった。
　この地域で長期間の堆積物が連続的に採取できそうな唯一の湖沼が、アフメダバード西方
のナル湖である。ここは 50m を超えるコアを採取して分析した論文があり（Prasad and Gupta 
1999）、後期更新性以降同地域が沈降している証拠を提示している。しかしながら、インダス
文明時代を含む完新世の堆積物は表層から 1.5m 程度であり、高分解能の環境変化復元はあま
り期待できない。
　サバルマティー川の河口付近に位置するロータル遺跡は、世界有数の潮位差が観測されるキ
ャンベイ湾奥にあることから（平均潮位差 8m）、当時は海岸線付近に位置して高潮位時のみ船
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が行き来できた可能性はある。現在の遺跡の標高は、アメリカ軍地形図から読み取ると、おお
よそ 40ft（12m）であることから、現在の標高では常時海水が浸入するには高すぎるが、大潮高
潮位時には、掘り下げた池には海水が入ってくる可能性はある。季節的に年数回の高潮位時の
み海水が浸入するドックを造り、貿易をしていたのかもしれない。いずれにしてもロータル遺
跡より海側のデルタの形成過程を地形学的に詳細に明らかにする研究は重要ではないかと考え
られる。
3　インド・ハリヤーナー州、ラージャスターン州における
河道変化および水量低下に関する調査
1）ガッガル・ハークラー川の河道変化に関する予備調査（前記２に関する調査）
　2008 年 2 月 27 日～ 3 月 11 日にかけて、古環境グループ（前杢、八木）は、現地協力者とと
もにインド・ハリヤーナー州、ラージャスターン州をパキスタン国境に向って流れるガッガル・
ハークラー川（文献史料に登場するサラスワティー川に比定される）に沿って地形調査を行っ
た。衛星写真や 20 ～ 25 万分の 1 地形図をもとに、現河道および旧河道と推定されているコー
スを確認し、特に旧河道にそっては、それを横切る砂丘地形の分布と年代測定試料の採取可能
地点を探索した。
　旧サラスワティー川の支流と推定されているチョウタング（Chautang）川旧河道付近にあっ
たとされているファルマーナー遺跡では、遺跡横に掘られているピットで自然層と居住層が連
続して観察できる地層断面を調査した。断面は地表面から 1.2m 程度垂直に掘り込まれており、
上から 0.8m は先インダス文明期（pre-Indus）からインダス文明期（Indus）の遺物包含層である。
その下 0.2m は砂質シルト層で土器破片やわずかな炭を含んでいることから、人間の影響を受
けた自然層の最上部であると判断した。それより下位は砂質シルトで河川性のものか風成のも
のか現地では判断つきかねたため、サンプルを採取した。また、付近のマディナ遺跡では、彩
文灰色土器（Painted Grey Ware = PGW）を含むポスト・ハラッパー文化期（post-Harappan）の居
住層が自然層の上に直接重なっている断面を観察することができた。これらの自然層がいつ、
どのような作用で堆積したものかをさらに調査する必要がある。
　ミタータル遺跡付近には北西−南東方向に配列された比高 10m 以上の砂丘が旧河道と思われ
る地帯を横切って分布している。砂取り場の断面から、砂丘にはオリジナルの堆積構造が残さ
れており、OSL 年代測定が可能であると判断された。
　インド最大のインダス期の遺跡と言われるラーキー・ガリー遺跡は、数多くのマウンドが未
発掘ということで今後新たな発見が期待される遺跡である。ラーキー・ガリー遺跡はチョウタ
ング川旧河道のすぐ脇にある遺跡であるが、現在は雨期も含めて海までつながった川は存在せ
ず、雨期に低所に雨水がたまって川のように見える程度であるらしい。これがインダスの時代
にはハーンシーからヒサールを通ってスーラトガル付近でガッガル・ハークラー川に合流して
いたとする研究がいくつか見られ、その可能性についてさぐるため、旧流路とされる地域沿い
に分布する砂丘の形成年代を計測するのに都合の良い路頭を探索した。ハーンシーとヒサール
の間にマヤールという村があり、そこに砂丘の堆積構造を残す路頭があった。次回 OSL 用の
サンプリング候補地としてチェックした。
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　ヒサールの町そのものが砂丘上に形成された町で、ヒサールから西側はヤムナー川からくる
灌漑水路の到達限界に近い。そのためか景観は急激に乾燥化し、砂丘の密度も増してくる。砂
丘帯を越え、ガンディバリの町からシルサー方面に少し行ったところに、灌漑水路脇まで達し
ている北西−南東方向に延びる砂丘の一部が露出していた。この砂丘でも砂のサンプリングと
堆積構造の観察を行い、OSL 年代測定の候補地としてチェックした。同時に干上がった灌漑水
路中にたまった堆積物をみると、シルトであった。シルトは遠くヤムナー川からくる水流に混
濁して運搬されるのみで、その他の地表堆積物は地表付近を風で運搬される砂（細砂）のみで
ある。シルサー手前のダルバギラという村では農業用ため池を掘削している現場に行きあたっ
た。このあたりはいわゆるチョウタング川流域からガッガル・ハークラー川流域に入ってきて
いるところで、すでに砂丘密集帯を越え沖積低地が広がっている。
　Naruse (1985) はトハナという町で河川堆積物と砂丘堆積物の露頭を記載している。地図上で
はダルバギラの付近であると読み取れるが現地でトハナがどこかは確認できなかった。掘削現
場は小麦畑から約 5m掘り下げられ、法面工事を行っている最中で、一部地層断面が観察できた。
上位３m は細かい砂の層で均質でカンカール（kankar）と呼ばれる炭酸カルシウムのノジュー
ルは含まれていない。これに対して下位 2mはシルトを含む細砂層で、カンカールを含んでいる。
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上位の砂層は風成砂と思われるが、下位のシルトを含んだ地層はガッガル・ハークラー川の氾
濫原堆積物かもしれないし、雨期の地下水位の上限を示しているだけかもしれない。粒度分析
用のサンプリングを行った。
　シルサーでは市街地北方を流れる現在のガッガル・ハークラー川の現流路を調査した。畑や
道路がある氾濫原から約 5 ～ 6m 掘り込んだところを流れる現流路には乾季であるため、よど
んだ流れのない泥水がたまっているだけであった。現河床から 2m くらい高いところにいわゆ
る高水敷にごみ捨て用の穴が掘ってあり、断面を観察できた。数 cm の薄いシルトと数十 cm
の砂の互層で、雨期の氾濫時とその終息時の一連の洪水シークエンスであることがよみとれた。
橋脚に異常水位のマーキングがあり、最近では 1988、1993、1998 年ににオーバーバンクする
ような洪水が記録されていた。5 年に 1 回くらい（ラ・ニーニャの周期？）雨期に多量の雨が
降り、現ガッガル・ハークラー川が氾濫してシルトを氾濫原に供給していることがわかった。
　ガッガル・ハークラー川沿いのインダス文明期最大の遺跡であるカーリーバンガンから数キ
ロ南でやや河道側に近いところあるピーリーバンガンには、歴史時代初期の比較的大きな遺跡
がある。ピーリーバンガン遺跡のすぐ脇でパイプ式の汲上げ式井戸があったので、地下水位に
ついて住民に聴取り調査を行った。それによると、パイプは地表下約 70ft（21m）まで入れてお
り、その深さ以下にある砂層に大量の水分が含まれているようである。水はやや塩味がした。
70ft より上位はシルトや粘土が多く含まれるいわゆる難透水層である。また、現在のガッガル・
ハークラー川にそって比高 2m 程度の堤防が 20 年ほど前に建設され、それまではほぼ毎年ピ
ーリーバンガン付近まで雨期には冠水し約 1 ヶ月間は水が引かなかったらが、堤防建設後はほ
とんど冠水しなくなったことがわかった。堤防の外側、つまり河道部分（高水敷、低水敷）は
内側の氾濫原より約 1.5m 低くなっており、所々に水たまりができていた。堤防には高水敷か
ら 2.0m くらいまでシルトが付着しており、今年の雨期の水位を示しているものと推定された。
高水敷の幅は 100m ～ 200m くらいで、ここでも小麦の栽培が行われていた。地下水は地表下
55ft（17m）くらいから汲上げていたが、川に近いためまったく塩味がしない水であった。地表
下 150ft（45m）以下には大量のカンカールが含まれる黄色いシルト層があるらしく、氷期の風
成堆積物かもしれない。
　これらの聴取り調査から、すくなくともこのあたりでは、ガッガル・ハークラー川は現在の
気候条件でも自然の状態ならば毎年氾濫し、河畔にシルトを供給していることがわかった。現
在は上流部でかなり取水されていることを考えると、気候変動などの急激なガッガル・ハーク
ラー川の流量変化を考えなくても、インダス文明期に人口を支えられる水流はあり、また、当
時の人々が地下水もうまく利用していたとすれば水は不足していたとは考えられない。
　現在チョウタング川は少なくとも地表面を流れる河流としては存在せず、ガンディバリあた
りで南から張り出している砂丘群に分断され、ヒサールより上流部では一連の河道として認識
できるような流路はない。昔の河道沿いに地下水脈があり、現在もそれにそって地下水が流れ
ており、ガッガル・ハークラー川との合流地点付近で地表水として現れているという解釈は可
能である。
　ガッガル・ハークラー川左岸側にある、43GB という機械的な名前がついた灌漑開拓村のイ
ンダス期の遺跡を訪問した。ここは未発掘で規模もかなり大きく、背後に砂丘が迫っており、
またガッガル・ハークラー川にも近いことから、遺跡と河川と砂丘の層序関係が観察できる可
能性がある遺跡である。遺跡の半分は現在の埋葬地として利用されているが、半分はまだ未利
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用なので発掘できる可能性はある。そのような関係が観察できる自然路頭はなかったが、遺跡
の一部は砂丘砂に覆われつつあった。43GB の背後には巨大な砂丘が迫っており、その尾根の
先端にはシク教の寺院がある。また、再堆積の可能性が大きいが、砂丘上にインダス期の土器
片が多数散乱していた。インダス期にすでに砂丘がこの付近まで形成されていたのか、気にな
るところであるが、砂丘下部に大規模な砂取り場があり、砂丘底部の OSL 年代測定用のサン
プルを採取する候補地としてマークした。
　パキスタン国境まで数 km に位置するガッガル・ハークラー川右岸側にある 4MSR 村の初期
ハラッパー文化期からハラッパー文化期にかけての遺跡を訪れた。小麦の畑がある氾濫原から
約 5m のマウンドを形成しており、一部埋葬地として利用されている。畑を広げるときに一部
遺跡の側面が削られており、そこで 1m ほどの地層断面が露出していた。最下部のシルト質細
砂層に注目して観察したが、土器片が含まれており、自然の地層ではないことが判明した。こ
の遺跡も未発掘で、ガッガル川の挙動と遺跡層の関係が見られる可能性がある精査の候補地で
ある。地下水はやや深く、100ft（30m）以下から汲上げていることが住民からの聞き取り調査
によってわかった。また、最近では雨季でもガッガル・ハークラー川が堤防（3m 程度）を越
えて氾濫することはないらしく、ピーリーバンガンと同じ状況であった。
　59 GB 村の近くにあるポスト・ハラッパー文化期の遺跡を訪問した。ここはすでに畑造成と
レンガ用の粘土取りによって大きく掘り込まれており、マウンドのようなオリジナルの遺跡地
形は残されてないが、土器片はかなり高密度に散乱している。また、ポスト・ハラッパー文化
期の典型的な土器である彩文灰色土器が数多く分布していた。ここは、掘り込まれている穴の
側面で、土器を含有しない自然層と遺物含有層との境界が見られることから、自然層（河川性？） 
のOSL年代値が求められる可能性が期待できる。荒れ地なので若干スコップなどで掘り込めば、
採取しやすい露頭を作ることは可能であろう。　
2）サトレジ川が旧ガッガル・ハークラー川に接続していた可能性に関する調査
（前記２に関する調査）
　サトレジ川から取水されている Sarhand Canal に沿って車を走らせ、途中の砂丘地形を調査し
た。砂丘は小規模で、いずれも農地拡大の折、取り去られているが、一部道路際にオリジナル
と思われる砂丘地形がみられる。農民からの聴取り調査によると、砂丘砂は比較的薄く広がっ
ていたようで、表層 1 ～ 2m くらいが砂だったようである。その下はシルトを含んだ黄褐色の
土であり、農業に適しているそうである。砂丘砂を取り除いて、ぼた山のようにいたるところ
に積み上げていた。調査地はサトレジ本流に比較的近い場所だったことから、定期的にサトレ
ジ川は氾濫し、このあたりまでシルト層を供給していたものと考えられる。とすると河畔砂丘
はそれほど古いものではなく、灌漑設備が整い人手が入る前のごく最近まで活動していた可能
性が高い。潅漑用水路のすぐ脇なので地下水位は浅く 8ft（2.4m）くらいであり、2km 離れると
40ft（12m）まで深くなるらしい。
　サトレジ川が山地から平野に流れ出る谷口に立地するローパルでは、サトレジにかかる橋を
わたって対岸の段丘上にシク寺院があり、そこからサトレジを眺められ、写真を撮ることがで
きた。予想通り、サトレジ川がローパルの町を越えて西側に流れ旧ガッガル・ハークラー川に
接続していたような旧河道地形は見当たらず、河床から 10m 以上も切り立った侵食崖が氾濫
原と現河床を分離していた。もちろん雨季にはこの河床いっぱいになるほど水量が増え、たま
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にはオーバーバンクすることもあるはずである。しかし、恒常的に別方向に流れていたのなら
大きく掘り込まれた河道が形成されなければならないし、それが 4000 年くらいですべて消え
てなくなるほど、乾燥した当地では地形変化は早くないと思われる。ローパルからサトレジ川
旧河道と言われているコース沿いに、ガッガル・ハークラー川が流れるチャンディーガルまで
踏査したが、そのような旧河道地形はまったくみられない。ただし、シワーリク丘陵から流れ
出している支流はサトレジ水系とガッガル・ハークラー川水系は明瞭な分水界はなく、パンジ
ャーブ平原の中で自然に分水している。このような分水界は不安定であるので、現在サトレジ
に合流している支流が当時旧ガッガル・ハークラー川に合流していた可能性は否定できない。
現にガッガル・ハークラー川の水系を現在人工的に水路を掘ってサトレジ水系に付け替えられ
ている場所も衛星写真で確認できる。それだけ、水系変化が容易であるということである。
3）ハリヤーナー州およびラージャスターン州での調査結果と今後の展望
　当地域での調査の第一の目的は、インダス文明の盛衰を左右したと言われているロスト・サ
ラスワティー問題、いわゆるガッガル・ハークラー川の流路変化や水量低下について、地形や
遺跡の分布状況から、過去の河川状況を示唆する地形・地質学的痕跡を探索し、来年度以降の
精査地を選定することであった。まずは当時のガッガル・ハークラー川の大きな支流の一つと
して考えられ、ヤムナー川と接続してたとの説もあるチョウタング川であるが、現在は川とし
ての痕跡はなく、旧流路という説がある地域は砂丘によって分断されている。砂丘の年代がわ
かれば、それより後に川が流れていたことは否定できるので数ヶ所の候補地から OSL 年代測
定用の試料採取を行いたい。
　ガッガル・ハークラー川の本流と当時の流量の関係については、まずは衛星写真を使って、
地形分類図を作成する。それをもとに、編年がはっきりしている遺跡付近で、その直下の地層
の年代と堆積構造の観察することによって、人々が住み始めた頃の河畔の地形環境を解明し、
現在の河況と著しく異なる河川が存在していたのかどうかを検討する。また遺跡背後にある巨
大な砂丘がいつごろから形成され始めたのかも OSL 年代測定により検討したい。また、ガッ
ガル・ハークラー川源流部での山地では小さな河川争奪地形がたくさんあることが報告されて
おり、河川流路区分図と地滑り分布図を作成し、ガッガル・ハークラー川の集水域が多少なり
とも変化した可能性があるのか検討してみる。これには地形図、衛星写真と DEM データを用
いる。河川争奪のきっかけとしてヒマラヤ山中、山麓での大地震の発生は可能性として大いに
考えられるので、活断層の活動履歴調査も行いたい（前記 2、3 に関する調査）。
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